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考慮すべき事柄 

 特許法…国内法  PCTとは 

 ソフトウェア特許とは 

  各国に共通 

   ・装置構成に置き換えて 

   ・ハードと関連した手順として 

 弁理士さんに？ 発明者が？ 

 特許取得の戦略 

 訴訟が目的ではない。 

 しかし、訴訟で勝てる条件を整えておかないと 使えない。 

 どの国に出すか？ JPO , USPTO ,SIPO … 

 職務発明 
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USPTO（米国特許商標庁） 
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USPTO（米国特許商標庁） 
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USPTO（米国特許商標庁） 
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JPO（日本特許庁） 
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JPO（日本特許庁） 
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どの様な特許を狙うのか？ 

  発明が複雑→だれも使いたいとは思わない 

     特許証を飾るのが目的なら充分 

（例１と例２）

  単純な発明→「言われてみれば…」 

         皆が使いたくなる 

    だれでも思いつくなら取得は困難 

      、

注 
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例１：スロットマシン型テーブル 12 
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例２が解決する問題 



例２ 並行編集の同期 
（PCT/JP2009/002491） 14 

並行編集でも分散コピーが同期する仕組み 

日本 特許4件成立、審査待2件 

米国 特許3件審査中 



特許取得の努力： 
Response to USPTO 

Amendment Arguments/Remarks Made in an Amendment 

1. Understanding of KEMME (＊)      ...  P.1 

1.1  Serializability       ...  P.1 

1.2 Communication realized by multicast   ...  P.2 

1.3 Order of messages      ...  P.2 

1.4 SER, database replication protocol     ...  P.4 

1.5 SI, database replication protocol     ...  P.4 

2.  Features of amended claims compared with KEMME ...  P.5 

3.  Detailed explanation of amended claims   ...  P.9 

4.  Answers to the office actin     ...  P.13 
Appendix A: KEMME (＊)          ...  P.18 
Appendix B: BERNSTEIN (＊＊)         ...  P.29 
Appendix C: Isis by BIRMAN          ...  P.31 
Appendix D: Transis by DOLEV          ...  P.39 
Appendix E: Totem by MOSER          ...  P.41 
Appendix F: Horus by RENESSE          ...  P.43 
 

(＊) Kemme et al., A New Approach to Developing and Implementing Eager Database Replication Protocol, 
Swiss Federal Institute of Technology, ACM Transactions on Database Systems, Vol.25, No.3, September 2000, 
pages 333-379. 

(＊＊)  BERNSTEIN, P. A., HADZILACOS, V., AND GOODMAN, N. 1987. 
Concurrency Control and Recovery in Database Systems. Addison-Wesley Publ. Co., Inc., Reading, MA. 
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通常の特許の構成（概念） 

明細書（ex.車について） 

請求項１（台車＋輪） 

請求項２ 
（台車＋輪１ヶ） 

請求項３ 
（台車＋２輪） 

請求項４ 
（台車＋３輪） 
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頑丈な特許群 
（例２の特許構成の概念） 

既存文献 

請求項１ 

請求項２ 

請求項３ 

請求項１ 

請求項２ 

請求項３ 

請求項１ 
請求項２ 

請求項４ 

請求項３ 

請求項１ 

請求項２ 

請求項３ 

請求項１ 

請求項２ 

請求項４ 

請求項３ 

請求項１ 請求項３ 

請求項４ 

請求項２ 
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事業展開  

（案A）特許機能を実現する部品の商品化を進めています。 

   ・プロトタイプを基に一層の作り込み 

   ・情報が必要な方は 

                      ed22@atele.com まで 

          （注）現時点で公開できる情報には、一部制限があります。 

And / or 

（案B）特許機能を用いた製品開発への許諾。 

And / or 

（案C）特許部品の共同開発。 



開発環境 

オープンソース系での開発には細心の注意が必要 

 GCC 

 JDK 

 Eclipse 

 

商用開発環境 

 Visual Studio 

 エンバカデロ ⇦マルチプラットフォーム 
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